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【時を刻む脳：生物時計の構造と機能解析】
　ヒトの行動（睡眠覚醒）、生理機能を長時間にわたり計測す
ると明瞭な 24 時間周期のリズム（概日リズム）を観察される。
概日リズムは、昼夜変化がなく時刻情報を排除した恒常環境に
おいても継続するが、その周期は 24 時間よりもわずかに長い
約 25 時間となる（フリーランリズム）。概日リズムの発振源は、
脳内視床下部視交叉上核に存在する生物時計であり、ヒトの生
物時計は、朝方の太陽光によって 24 時間の環境周期に同調し、
時刻情報を全身に発振することで生理機能の時間的統合を達成
する。一方、運動、食事、生活スケジュールなどの非光因子は
行動（睡眠覚醒）、肝臓、肺、骨格筋といった末梢臓器のリズム
調節に関与することが報告されている。生物時計の役割は、私
たちが昼間に十分活動し、夜間に良質な睡眠をとれるように生
体内の環境を調節することである。そのため、私たちが生涯に
わたって健康な生活を送るには、生物時計の構造および機能を
理解すると共に、ライフステージや各自の生活習慣に応じて生
活リズムを積極的にデザインし、最適化していくことが求めら
れる。
　当研究室では、ヒト生物時計に対する光および食事や運動と

いった非光因子の影響を検証する実験を行うと共に、その脳内
メカニズムを明らかにするための動物実験を行っている。最近
では、ヒトの生物時計に光情報を伝達する網膜神経節細胞の光
に対する反応性が光の入射角度により異なることを明らかに
し、研究成果に基づいた新規ウェアラブルデバイスの設計・開
発を行い、研究成果の社会実装にも取り組んでいる（Kubota�et�
al.�2022）。現在は、新規に開発したウェアラブル型光照射装置
を用いて光と運動による生物時計の調節メカニズムを解明する
ための研究を進めている。また、当研究室ではヒトでは追究す
ることが困難な生物時計の脳内機構を明らかにするための動物
実験にも取り組んでおり、時計遺伝子の発現を生物発光により
モニターすることが可能なトランスジェニックマウスを用いて

「行動リズムから生物時計へのフィードバック機構を解明する
研究」に取り組んでいる（図 1）。
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